
（参考） i-Gesuidoの概要

○ 国土交通省では、下水道事業の抱える様々な課題に対して、ICTの活用による下水
道事業の質・効率性の向上や情報の見える化を行い、下水道事業の「持続」と「進化」
を実践。その取組を「i-Gesuido」として推進。

○ i-Gesuidoでは、既存のICTを各地方公共団体において積極的に導入できるよう、ガイ
ドライン等基準類の整備を行うとともに、関係する技術の開発を推進するなど、下水道
事業におけるICTの導入を促進。
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項】水位周知下水道

③水処理革命
（省エネ、経費削減、集中
管理、自動化、処理水質の

安定化）
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i-Gesuidoを支える4本の柱

排水水質監視による感染症の予兆把握や高齢者世帯の見守りなど他分野との
連携、取組について今後検討

他分野との連携

○ i-Gesuidoの推進に当たっては、ICTを活用して効率的な事業実施が可能な4本の柱
を中心に施策を展開し、より効率的な下水道事業とすることを目指す。

〇 また、ICTを活用して他分野と連携する取組等についても今後検討し、社会の多様な
分野に貢献。


